


















参加してくれているかについて，小学校では 2009 年は 73.0%であったのが 2014 年は























































































































































































































































































頻度は週 1 回で，X 年 6 月までは支援するクラス(以下ホームクラスとする)を決めるため
に様々なクラスに参入し，6 月頃にホームクラスを決定し，以降ホームクラスで実習を行う。
なお，ホームクラスは筆者の希望により第 1 学年に決定しており，参入したクラス・担任の














る。実習を含めこれを 1 年間行った。 
表 1．学生サポーターの 1 日の支援の様子。 
~8:40 登校・サポートノートを見る 
8:40~ ホームクラスに参入 





A 市にある小学校に X 年 4 月から X+1 年 3 月までの約 1 年間，学生サポーターとして参































































































に登場する Sup は筆者(学生)を指す。 








































































図 3．1 学期の学生の支援経過 
































・「どうせ叱られるんだ。一日 1 回は怒られる。」と言っていたので，<そうなの？Sup は
週 1 回しか来れないけど 4 君はすごい成長したと思うけどな><みんな怒るかもしれない











































表 5．『担任による指導優先』(1 学期) 
































































































































































んだけど，昨日は 10 時に寝たの。」と言っていた。(14) 
・<何があったの？>と聞くと「絵具を 3 つ使っちゃって(先生は絵具を 2 つまでと指定









表 8．『閉じた質問による関わり』(1 学期) 





















 まず 2 学期始めに入ってからは，以下のように{問いかけ}ることで児童自身を尊重し，児
童自身がどうしたいかを優先した関わりを行おうとしている一方で，児童と『共同作業的な
関わり』をしたり，『なだめる関わり』を行うなど，{個々人に合わせた支援}を行っている。 






























































表 10．『なだめる関わり』(2 学期) 

















































もを褒める”ことについての記述があり，これは 3 学期に述べる。 

































だったよ。>と声を掛けると特に反応はなかったが少し照れているようにみえた。        
・14 君はものまねの担当であったが，終わってから Sup のところに来て「ねぇ面白かっ

















































































































































































































































































































































































































































































































































































かにするため，記録を用いると同時に SCAT も用いることとする。 


























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































難さがあるのではと思った。振り返れば考えられるのだが，授業中では，1 つ 1 つ指示を
出しているのになぜできないのかといった点で焦ってしまい，なかなかそこまで考えが行
かず，強く注意する形で児童に関わってしまうし，先生もそういった面があるのではと感
じた。…1 時間目の様子を見て Sup としては今後学校で生活をしていくうえでかなり壁に













































































































































































































































支援者は 3 学期では以下のように児童の様子を振り返っている。 





























 以上 3 名との関わりから，どのような困難さがあるのかを明らかにしてきた。以降では































































で示された。これは B への支援は A と比べて児童から支援者に働きかけることが多く，そ
れによって支援者自身が支援の効果を感じやすかったからではないかと考えられる。A へ
の支援に関する記録では，#19 で“児童から Sup に助けを求めてくることはほとんどなく”
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